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退職教員プロフィール

根ケ山　光一
（NEGAYAMA Koichi）
教授

（1951年３月29日）

〈学歴〉
1973年３月　大阪大学　文学部　哲学科　卒業
1977年３月　大阪大学　文学研究科　心理学　博士課程　退学
1992年12月　大阪大学博士（人間科学）（論文）取得

〈職歴〉
1977年４月　大阪大学人間科学部助手
1986年４月　武庫川女子大学文学部講師（1990年４月同大学文学部助教授，のちに家政学部，
　　　　　　生活環境学部助教授）
1996年４月　早稲田大学人間科学部　助教授
1998年４月　早稲田大学人間科学部　教授（2004年４月早稲田大学人間科学学術院教授）

〈研究経歴〉
1971年〜1996年　霊長類の母子関係と子どもの自立の研究
1986年〜現在　ヒトの離乳・食発達・子別れの研究
1991年〜現在　育児の文化比較の研究
1996年〜現在　保育とアロマザリングの研究
2003年〜現在　離島の子育ての研究

〈所属学会〉
日本発達心理学会　常任理事，常任編集委員，企画委員長，編集委員長
国際行動発達学会
国際霊長類学会
日本心理学会　資格認定委員，カリキュラム委員，将来構想検討委員，第31回国際心理学会議組織委員
会委員，同プログラム委員会委員，国際賞選考委員会委員，同委員長
日本霊長類学会
日本動物心理学会
日本動物行動学会
日本小児保健学会
日本行動科学学会
日本乳幼児医学・心理学会　理事，副理事長，理事長（2020-）
日本赤ちゃん学会　評議員
こども環境学会 評議員，編集委員
日本保育学会

〈その他（受賞学術賞 等）〉
発達科学研究教育奨励賞（1990年）
発達臨床研究賞（2006年）
こども環境学会賞論文賞（2007年）
日本心理学会優秀発表賞（2013年）

〈主要研究業績〉
＜主要著作＞
繁殖行動と適応戦略（共著）東海大学出版会（1987年）
子別れの心理学（共編著）福村出版（1995年）
母性と父性の人間科学（編著）コロナ社（2001年）
発達行動学の視座（単著）金子書房（2002年）
身体から発達を問う（共編著）新曜社（2003年）

「環境」人間科学（共編著）朝倉書店（2005年）
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<子別れ>としての子育て（単著）日本放送出版協会（2006年）
ヒトの子育ての進化と文化（共編著）有斐閣（2010年）
発達の基礎：身体・認知・情動（共編著）新曜社（2012年）
アロマザリングの島の子どもたち（単著）新曜社（2012年）
子どもと食（共編著）東京大学出版会（2013年）
Frontiers in developmental psychology research: Japanese perspectives（共編著）Hituzi Syobo（2016年)
共有する子育て（共編著）金子書房（2019年）

「子育て」のとらわれを超える（単著）新曜社（2021年）
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